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成果の特徴
• 高圧損傷菌の回復過程でのリボソームの分解・再生挙動を明らかにしました。
• MnやZnが解離したリボソームの分解・再合成を阻害し、損傷菌の回復を遅らせ

ることを発見しました。

成果の内容
250MPa、10分間以上の高圧処理した枯草菌ではリボソームがほとんど解離するた
め、高圧損傷菌は70Sリボソームが再生するまでは増殖することができません。Mn
やZnイオンは解離したリボソームの分解・再生を阻害し、回復を遅らせることを発
見しました。

成果の活用
高圧処理を利用した微生物制御技術の高度化に寄与します。
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高圧損傷菌におけるリボソーム再生
－高圧処理を利用した微生物制御技術に向けて－
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